
NO.306



五味　政　議長

三井　猛　議員

鷹野一雄　副議長

河西忠則　議員河田あけみ　議員

⻆野幹男　議員

志村　茂　議員

塚原博明　議員
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井口孝裕　議員

浅川武男　議員

長谷川幸廣　議員

萩原　馨　議員

深澤平助　議員

山田　曻　議員

石原重夫　議員

井上仲千　議員
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　総合健診の申込みをした方は忘れずに受けるようにしま
しょう。

◆問診票を必ず記入してお持ちください。
　・名前が記入されていますので忘れずに
　・記入もれがないように注意してください。
◆受付時間を守るようお願いいたします。
◆健診バック（緑色）に検査セットが入っているか確
　認してください。

◆受診票（水色）を必ずお持ちください。
◆総合健診の会場で結核検診だけでも受けられます。
◆会社等で受診されている方は、受診票を必ず町総合
　会館へ提出してください。

　役場いきいき健康課健康増進係
　（☎ 275-2111 内線 252・253・257）

☎

　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

毎
年
６
月
中
に

を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
受
給
者
の
所
得
が
所

得
制
限
内
で
あ
る
こ
と
や
児
童
の

扶
養
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

で
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
届

け
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
引
き

続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６

月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
用
紙
は
該

当
す
る
み
な
さ
ん
に
お
送
り
い
た

し
ま
す
が
、
未
着
の
場
合
に
は
町

民
窓
口
課
児
童
手
当
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
日
程
に
よ
り

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

６
月
13
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

中
央
公
民
館
講
堂
（
役
場
西
側
）

　

現
況
届
の
内
容
や
児
童
手
当
に
関

す
る
問
合
せ
は
、
町
民
窓
口
課
児
童

手
当
係
【
☎
２
７
５―

２
１
１
１
】
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オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
と
い
う
言
葉
か
ら
、

み
な
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、「
腕
の
良
い
仕
立
て
屋
」
が

作
る
、
ち
ょ
っ
と
高
価
な
背
広
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
テ
ー
ラ
ー

メ
ー
ド
と
言
う
の
で
す
が
、
私
の
父
は
体

が
大
き
か
っ
た
た
め
、
既
製
の
服
が
合
わ

ず
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
作
っ
て
も
ら
っ

て
い
た
の
を
子
供
な
が
ら
に
見
て
い
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
近
、
医
療
の
世

界
で
も
、
こ
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
と
い
う

言
葉
が
良
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

同
じ
種
類
の
癌
で
も
患
者
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
が
異
な
る
よ
う
に
、
そ
の
癌
細
胞
の

性
格
は
微
妙
に
異
な
り
、
そ
の
広
が
り
方

や
増
殖
の
速
さ
、
抗
癌
剤
や
放
射
線
に
対

す
る
反
応
も
違
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

性
格
に
関
わ
っ
て
い
る
遺
伝
子
な
ど
を
細

か
く
調
べ
、
そ
の
膨
大
な
情
報
か
ら
癌
細

胞
の
性
格
を
細
か
く
分
類
し
、
最
適
な
治
療

を
決
定
す
る
治
療
法
の
概
念
を
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
医
療
と
言
い
ま
す
。
ち
な
み
に
膵

臓
癌
で
は
少
な
く
と
も
数
百
の
遺
伝
子
の

異
常
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
個
々
の
癌
細
胞
の
性
格
は

か
な
り
異
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
医
療
の
技
術
的
支
え
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
の
が
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
と
い

う
最
先
端
の
技
術
で
す
。
数
セ
ン
チ
角
の

ガ
ラ
ス
の
上
に
数
千
か
ら
数
万
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
置
か
れ
、
病
変
部
か
ら
採
取
し
た
わ
ず

か
な
材
料
を
こ
の
ガ
ラ
ス
の
上
で
反
応
さ

せ
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
遺
伝
子
の
情
報

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
こ

れ
ら
の
技
術
を
使
っ
て
多
く
の
情
報
の
集

積
（
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
）
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
既
に
「
あ
な
た
の
癌
は
□
□

と
×
×
の
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
あ
っ
た
治
療
法
は
○
○
と
△
△
で
す
が
、

い
か
が
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
診
療

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
患
者
さ
ん
個
人
に
も
異
な

る
性
格
、
社
会
的
背
景
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
要
素
を
加
味
し
て
、
そ
の
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
最
も
判
り
や
す
い
、
安
心
で
き
る

言
葉
や
説
明
の
仕
方
で
接
す
る
こ
と
、
こ

れ
も
あ
る
意
味
で
は
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の

医
療
で
す
。
癌
に
対
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
と
は
逆
に
、
最
も
基
本
的
な
診
療
技
術

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
さ
れ
た
最
近
で
は
、
漏
れ
や
無
駄
の
な

い
よ
う
な
説
明
に
は
注
意
を
払
う
も
の
の
、

こ
の
基
本
的
な
診
療
手
技
が
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
最
先

端
の
知
識
や
技
術
を
駆
使
し
て
的
確
な
治

療
法
を
提
供
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
幅
広

い
常
識
や
心
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て
患
者
さ

ん
に
あ
っ
た
診
療
の
環
境
を
提
供
で
き
る

こ
と
も
「
腕
の
良
い
仕
立
て
屋
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
「
腕
の
良
い
医
者
」
と
し
て

の
条
件
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

★『オーダーメード医療』

☎

　

消
費
生
活
相
談
員
は
、
地
域
に
お

い
て
消
費
者
の
相
談
窓
口
と
な
り
、

と
も
に
問
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が

ら
、
消
費
者
の
意
見
や
要
望
が
行
政

に
活
か
さ
れ
る
よ
う
、行
政
と
消
費
者

と
の
橋
渡
し
役
と
な
る
人
た
ち
で
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
消
費
生
活
に

関
す
る
意
見
や
要
望
、
質
問
事
項
、

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
表
示
内
容

に
つ
い
て
偽
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

場
合
な
ど
は
、
消
費
生
活
相
談
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　

　

ま
た
、
小
売
店
な
ど
を
対
象
に
価

格
調
査
等
も
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

西条 4301 番地 3
☎ 275-5055

西条 1791 番地
☎ 275-2034
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☎ ℻

☎

　4月上旬から昭和町、田富

町、竜王町及び甲府市南部の

農地に積まれたワラ束やゴ

ミ集積場等が燃える原因不

明の火災が連続して発生しています。

　このため、住民の皆さんの不安解消と連鎖的な火災の

拡大防止を図るため、夜間の警戒パトロールを甲府地区

消防本部及び町消防団では実施しています。

　あなたの近くでいつ放火が発生するとも限りません。

近所の皆さんで協力して、放火火災予防の方策を立てて

おくとともに、『放火させない』、『放火を許さない』、安

全で住みよい町づくりに取り組みましょう。

　甲府地区消防本部警防課（☎ 222-1190）

　　　　役場企画行政課消防担当（☎275-2111内線212）
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平成 13年 10月～平成 13年 11月生まれのお
　 　　子さん及び前回未受診のお子さん

母子手帳・1歳 6か月児健康質問票

　

＊母子手帳の交付を希望される人は、印鑑をお持ちください。

＊一般健康相談は40歳以上の人を対象に血圧測定、尿検査、栄
　養相談などを行います。また、
＊ のお申込みを受付けています。町内にお住ま
　いの 30歳以上の女性で希望される人は印鑑をお持ちくだ
　さい。有効期間は 3か月間です。

平成 15年 3月生まれのお子さん
母子手帳・筆記用具・バスタオル

＊予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票の配布。

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・バスタオル

町内の 30歳以上の女性
無料
一般健康相談で申込みを受付けます。
申し込みをされた人には、問診票、医療機関一

　　　　　覧表などをお渡しします。
　印鑑

＊有効期限は 3か月間です。

＊平成14年10月～平成15年1月生まれのお子さん
　　　　　＊ 4歳未満で BCGを未接種

母子手帳・予診票

　町内に住む身体に障害をお持ちの人
　　　　　（脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など）

☎

平成13年2月～平成13年4月生まれのお子さん
母子手帳・質問票・歯ブラシとコップ

昭和町にお住まいの子育て中のお母さん
＊総合会館で行う日には、お子さんの身体測定も行います。
＊保健師がご相談をお受けします。育児についての悩みや不
　安がありましたら、お気軽にお出かけください。

13 　 　
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臨
時
会
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を

得
て
、
公
平
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

公
平
委
員
は
町
職
員
の
不
利
益
処

分
に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
に
対

す
る
採
決
な
ど
を
行
い
ま
す
。

清水新居 582-1

 

　6月 4日（水）
　町長室
　午後 1時 30分～ 4時

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　4日・11日・18日・25日
　　　の毎週水曜日
　社会福祉協議会
　午後 1時 30分～ 4時

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　6月 18日（水）
　町中央公民館２階
　午後 1時～ 3時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）
　町中央公民館２階
　午前 9時～午後 4時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　第 2・第 4土曜日
　町総合会館 2階相談室
　月～金曜日は

　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　6月 20日（金）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎
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　斎藤　茂太　　　　　　　　　第三文明社

　永　六輔　　　　　　　　　　朝日出版社

　市川　功二　　　　　　　　　　　光文社

　佐々木　玲　アスキー・コミュニケーションズ

　長野まゆみ　　　　　　　　河出書房新社

　井上　洋介　　　　　　　　　文化出版社

　マイケル・ボンド　　　　　　福音館書店

　葦葉　盛晴　　　　　　　　ＰＨＰ研究所

　こいけ　ひろお　　　　農山漁村文化協会

　岩本　聖子　　　　　　　　　　草土文化

☎

　＊自衛隊山梨地方連絡部　　大月募集事務所
　　　【住所：大月市御太刀 2 - 8 - 1 0　 ☎ 0554-22-1298】
　＊自衛隊山梨地方連絡部　　甲府募集案内所
　　　【住所：甲府市丸の内 2丁目 14-13　 ☎ 055-228-6427】
　＊自衛隊山梨地方連絡部　　三 珠 分 駐 所
　　　【住所：東八代郡三珠町上野 613 　☎ 055-272-0884】
　＊自衛隊山梨地方連絡部　　本 部
　　　【住所：甲府市北新 1 丁目 7 - 9　 ☎ 055-253-1591】
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甲
府
昭
和
高
等
学
校
で
は
新
入
生
を
対
象
に

四
月
二
十
二
・
二
十
三
日
の
一
泊
二
日
、
河
口
湖

に
お
い
て
宿
泊
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入

学
し
て
約
二
週
間
後
の
大
き
な
行
事
で
あ
り
生
徒

も
緊
張
し
た
面
持
ち
で
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
い
ま

し
た
。宿

泊
研
修
会
は
、
甲
府
昭
和
高
校
で
の
三
年

間
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
・
学
年
の
団
結
を
深
め
る
場

で
あ
る
と
と
も
に
団
体
生
活
を
通
じ
て
自
己
を
律

す
る
精
神
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
生
徒
同
士
、
ま
た
教
員
と
生
徒

と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で
も
あ

り
ま
す
。
具

体
的
な
目
標

は
２
つ
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、『
挨

拶
の
励
行
』
と

『
時
間
の
厳
守

（
五
分
前
行
動
）』

で
す
。研

修
の
一

日
目
は
教
頭
・
学
年
主
任
か
ら
の
話
か
ら
始
ま
り
、

午
後
か
ら
は
『
河
口
湖
と
文
学
』、『
河
口
湖
に
住

む
魚
』
の
話
を
聞
き
な
が
ら
河
口
湖
の
湖
畔
を
散

策
し
、
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク
ラ

ス
対
抗
長
縄
飛
び
が
行
わ
れ
、
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
大
縄
を
回
し
、
声
が
枯
れ
る
ほ
ど
一
生
懸
命

応
援
し
て
い
る
生
徒
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
精
一
杯

頑
張
り
ま
し
た
。
夜
は
ク
ラ
ス
毎
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
等
が

あ
り
ク
ラ
ス
独
自
の
内
容
で
生
徒
間
の
親
睦
が
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
二
日
目
は
進
路
や
学
習
に
つ
い
て
の
講

義
が
あ
り
、
最
後
に
ク
ラ
ス
対
抗
の
校
歌
コ
ン
ク

ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
一
人
一
人
が
緊
張

の
中
で
も
精
一
杯
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
っ
て
い

ま
し
た
。

研
修
後
の
生
徒
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
こ

の
２
日
間
は
、

こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
に

お
け
る
基
本

を
理
解
で
き

た
よ
う
で
あ

り
、
か
け
が

え
の
な
い
仲

間
づ
く
り
の

た
め
に
も
有

意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

五
分
前
行
動
で
は
人
に
頼
る
の
で
は
な
く
常

に
自
分
自
身
で
考
え
て
早
め
早
め
に
次
の
行
動
に

移
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

中
学
校
と
は
違
っ
て
自
分
で
時
計
と
日
程
表

を
見
な
が
ら
次
の
行
動
や
時
間
を
確
認
し
て
み
ん

な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
常
に
緊
張

し
て
い
た
。

挨
拶
は
少
し
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
二
日
目

か
ら
は
積
極
的
に
出
来
て
良
か
っ
た
。

長
縄
や
校
歌
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
意
外
な
力
を
発
見
で
き
た
し
、
団
結
力
が
つ

い
た
と
思
う
。

　

昨
年
末
の
工
事
開
始
か
ら
約
５
か
月

が
経
過
し
、
校
舎
部
分
の
基
礎
工
事
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

建
設
現
場
で
は
、
前
回
報
告
い
た
し

ま
し
た
基
礎
型
枠
の
設
置
や
生
コ
ン
の

打
設
を
終
え
、
１
階
の
柱
や
壁
の
鉄
筋

の
組
み
立
て
・
型
枠
の
設
置
へ
と
進
ん

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
工
事
や

壁
・
柱
の
工
事
と
並
行
し
て
、
電
気
や

給
排
水
設
備
関
係
の
配
管
工
事
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
工
事
の
進
捗
率（
進
み
具
合
）

は
、
全
体
の
約
15
％
と
な
っ
て
お
り
、

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
５
月
に
は
、

校
舎
の
外
壁
や
教
室
等
の
床
や
壁
の
色

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
教
室

内
の
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
配
置
や
Ｌ
Ａ

Ｎ
工
事
な
ど
、
細
か
い
部
分
の
検
討
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
校
舎
部
分
の
壁
や
柱
の
立
ち

上
げ
工
事
を
行
い
な
が
ら
、
体
育
館
部

分
の
工
事
も
進
み
始
め
、
学
校
が
夏
休

み
に
入
る
頃
に
は
、
校
舎
部
分
の
お
お

よ
そ
の
外
観
と
体
育
館
の
壁
が
見
え
て

き
ま
す
。

　

工
事
の
進
行
に
伴
い
、
引
き
続
き
大

型
車
両
等
が
通
行
し
、
付
近
の
道
路
を

利
用
す
る
方
や
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

安
全
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
十
五
年
度
の
青
少
年
育
成
推
進
員

と
育
成
会
長
が
各
地
区
よ
り
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

推
進
員
は
、
青
少
年
対
策
本
部
長
よ
り

任
命
さ
れ
、
育
成
会
長
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
地
区
育
成
活
動
を
展
開
す
る
重

要
な
任
務
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

育
成
活
動
を
推
進
す
る
上
で
大
切
な
こ

と
と
思
わ
れ
る
点
を
列
挙
し
ま
す
と

一
、
育
成
関
係
者
連
絡
会
議
等
を
通
し
て

　
　

年
間
活
動
に
計
画
性
を
持
つ
こ
と
。

二
、
多
様
な
活
動
内
容
を
用
意
す
る
こ
と
。

三
、
地
区
の
各
種
団
体
等
と
連
携
を
密
に

　
　

し
、
地
域
の
人
材
を
生
か
す
こ
と
。

四
、
お
互
い
に
知
り
合
う
機
会
を
多
く
持

　
　

ち
、
開
か
れ
た
人
間
関
係
を
つ
く
る

こ
と
。

五
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
大
勢
が
参
加

　
　

で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
。

六
、
青
少
年
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
柔
軟

　
　

性
を
持
つ
こ
と
。
な
ど
が
考
え
ら
れ

　
　

ま
す
。
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
町
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
「
道

徳
教
育
推
進
の
町
」
の
指
定
を
受
け
、
以

来
児
童
生
徒
の
心
の
教
育
を
め
ざ
し
て
き

ま
し
た
。
更
に
「
地
域
ふ
れ
あ
い
道
徳
教

育
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
町
を
挙

げ
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
と
連
携

の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
三
校
が
授
業
公
開
を
行
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
一
人
で
も
多
い

参
観
と
ご
意
見
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
八
日
（
水
）　

午
後
一
時
二
十
分

　

十
月
二
十
九
日
（
水
）　

午
後
一
時
五
十
分

　

十
月
二
十
九
日
（
水
）　

午
後
一
時
四
十
分

　

青
少
年
育
成
山
梨
県
民
会
議
で
は
、
今

年
も
小
中
学
生
や
高
校
生
・
一
般
の
方
を

対
象
に
「
家
庭
の
日
と
青
少
年
を
育
む
日
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
子
育
て
の
あ
り

方
・
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に
か
か
わ
る

作
品
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

標
語　

ポ
ス
タ
ー

　
　
（
家
庭
の
日
・
青
少
年
を
育
む
日
の
文

　
　

字
を
入
れ
る
。
画
用
紙
四
つ
切
り
〜

　
　

八
つ
切
り
）

　
　

作
文

　
　
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
）

　
　

平
成
十
五
年
八
月
末
日

　
　

町
教
育
委
員
会　

二
階
相
談
室

※
小
中
学
生
は
、
学
校
を
通
し
て
募
集
し  

　

ま
す
。

野 沢 　 忠 望月　厚郎

若尾　敏彦 上杉　恒雄

山下　恵美 笹本　信彦

西山　圧志 塩島　俊郎

深沢　倍雄 田中　邦彦

鷹野　和秀 雨宮　勝彦

油川　敏夫 花形　正男

内藤　要二 遠藤　荘二

桐林　　武 今澤　昭仁

今村　誉朝 清水　久雄

望月　照志 大久保和樹

望月　昭仁 野沢みちる

　

学
校
給
食
の
栄
養
管
理
は
、
給
食
を

受
け
る
児
童
生
徒
が
、
健
康
を
維
持
促

進
す
る
た
め
に
必
要
な
栄
養
を
合
理
的

に
摂
取
し
、
栄
養
改
善
の
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
栄
養
管
理
に
当

た
っ
て
は
、
昼
食
と
し
て
一
日
の
三
分

の
一
の
栄
養
量
を
取
れ
ば
よ
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
食
生
活
等

を
十
分
把
握
し
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
家
庭
に
お
け
る
食
生
活
の
問

題
点
と
し
て
、
脂
肪
、
糖
分
、
食
塩
の

取
り
す
ぎ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
・
加

工
食
品
へ
の
過
度
の
依
存
等
が
考
え
ら

れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

一
日
に
三
度
き
ち
ん
と
取
り
、
合
理
的

に
栄
養
を
摂
取
す
る
こ
と
は
健
康
な
生

活
を
送
る
う
え
で
基
本
と
な
る
も
の
で

す
。
正
し
い
食
事
の
あ
り
方
を
よ
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
体
の

健
康
ば
か
り
で
な
く
、
心
の
健
康
に
も

大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
児
童
生

徒
が
理
解
し
、学
校
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
楽
し
く
食
事
を

し
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
食
事
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
も
、
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
学
校
給

食
の
機
会
を
活
か
し
て
、
理
解
を
深
め

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
学

校
給
食
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
望
ま

し
い
食
習
慣
を
形
成
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

成
長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
等
の
健
康

の
保
持
・
増
進
・
体
位
の
向
上
の
た
め
、

多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
、
栄
養
的

に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
で
あ
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
郷
土
食
、
地
場
産
物

を
導
入
し
、
献
立
作
成
及
び
調
理
に
あ

た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
の
嗜
好
の
偏
り

を
な
く
し
、
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
食
品
の
組
み
合
わ
せ
や
調

理
方
法
を
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

590kcal 640kcal 720kcal 820kcal
22g 25g 29g 32g

学校給食による摂取エネルギー全体の 25～ 30％
275mg 290mg 370mg 430mg
3.0mg 3.2mg 3.5mg 4.0mg
600IU 675IU 750IU 880IU
0.37mg 0.40mg 0.46mg 0.51mg
0.51mg 0.55mg 0.63mg 0.70mg
22mg 22mg 25mg 27mg
5.9g 6.4g 7.2g 8.2g

各発達段階を通じ、食塩相当量としては 4g以下
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INFORMATION CORNER

　町の人権擁護委員をご存知でしょうか。法務大臣から委嘱
をされた人権擁護委員は、人権に関する相談（いじめ、体罰、
不登校など）に応じています。人権に関する相談ごとがあり
ましたら、町の人権擁護委員までご連絡ください。

　野呂瀬正彦さん（西条一区）　☎ 275-2063
　今村　大和さん（河　　西）　☎ 275-2588
　花形　正善さん（西条一区）　☎ 228-0600
　山下　宣行さん（河東中島）　☎ 275-3631

　甲府地方法務局　☎ 252-7239
　いじめ 11 0 番　☎ 252-0110

　7月 1日（火）・4日（金）・8日（火）・11日（金）・
　　　　15日（火）・18日（金）

　町総合体育館
　20人（定員になり次第締め切ります。）
　1,000 円（シャトル代・保険料）
　シューズ（上履き）持参、自分のラケットがあれば

　　　　持参してください。
　町教育委員会生涯学習課（☎ 275-3737）

✿

✿

♥

♥

　武田神社菱和殿は木造の本格的社寺工法で建築され、天井
には長坂町在住の渡辺隆次画伯の筆により、県内の草木禽獣
やキノコを描いた天井画 110 枚が完納されました。この天井
画を鑑賞し、信玄が臨山宗、特に関山派に深く帰衣し、京都・
鎌倉五山に模擬して府中及びその付近に五山を定め、府中五
山と称した甲府五山めぐりです。定員になり次第締め切りま
すのでお早めにどうぞ。

　6月 21日（土）　午前 9時に町中央公民館集合
　25名
　1,500 円（拝観料・昼食費等）
　6月 2日（月）から電話にて受付け開始

　総務省では、6月 1日から 10日まで『電波利用保護月間』
として、携帯電話、消防・救急無線、テレビ・ラジオなど私
たちの生活に欠かせない電波の利用を保護する活動を行って
います。社会生活を脅かす不法な電波をなくすため、電波は
ルールを守って正しく使いましょう。

　関東総合通信局
＊不法無線局による混信・妨害（☎ 03-5562-7555）
＊電話機・各種電子機器への不要電波障害（☎03-5562-7557）
＊テレビ・ラジオの受診障害（☎03-3243-8697）

　危険物は、一旦火事になると急速に
拡大し、大火になる恐れがありますの
で、取扱う危険物の性質などを十分理
解し、事故を起こさないよう注意しま
しょう。

　昨年 1年間に山梨県警察には、ストーカーに関する相談が
33件寄せられました。
　ストーカー行為の特性は、「執ように繰り返される」とい
う点と、「エスカレートする」という点にあります。
　初期の段階で迅速、的確な対応をすれば、被害も不安も最
小限に食い止めることが可能です。
　ストーカーに関する悩みなどは、最寄りの警察署の生活安
全課（係）に相談してください。「ひとりで悩まず相談する
こと」、それが解決への第一歩です。

問合せ　県警察本部生活安全企画課（☎ 235-2121）

　初心者の方に最適なコースです。パソコンの各部名称や
キーボード、マウス操作などの基礎を学び、さまざまなアプ
リケーションソフトを通し、パソコンの世界を体験します。
パソコンを、仕事よりも人生に役立つ、楽しみの道具にとお
考えの方への入門教室です。定員になり次第締め切りますの
でお早めにどうぞ。

　6月 18日（水）・25日（水）・7月 2日（水）・9日（水）・
　　　　16日（水）・23日（水）
　　　　午後 7時 30分～ 9時 30分

　押原中学校ＰＣ教室
　2,100 円（テキスト代等）
　30名
　6月 2日（月）から電話にて受付け開始

☎
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　6月 20日（金）
　　　　雨天の場合は、6月 23日（月）に延期します。

　県中小企業人材センター
　　　　（甲府市大津町 2130-2）

　松のみどり摘み、庭木（ユキヤナギなど）の剪定・
　　　　手入れ、生け垣の手入れなど

　雲松園会長　小林　豊先生
　3,150 円
　30名（定員になり次第締切ります）
　県職業能力開発協会・県技能士会連合会

　　　　（☎ 243-4916　℻243-4919）

　町が医療機関などに支払っ
た3月分の医療費は、約4,629
万 3 千円です。（前年同月比
5.3% の減）病気の予防は、
早期発見、早期治療が大切で

す。むやみな転
医はつつしみ、
医療費を大切に
使いましょう。

　6月 26日（木）・27日（金）
　　　　両日とも午前 8時 50分～午後 5時
　　　　＊ 2日間の受講が必要です。

　山梨県自治会館（甲府市蓬沢 1-15-35）
　180 人（定員になり次第締め切ります。）
　3,500 円
　6月 2日（月）～ 6日（金）

　　　　午前 9時～午後 4時 30分
　甲府地区消防本部予防課（甲府市伊勢 3-8-23）

　　　　☎ 222-1190　内線 251 査察指導係

　6月 4日から 10日までは『歯の衛生週間』です。
　この週間は、歯の健康について正しい知識をもっていただ
き、虫歯や、歯ぐきなどの病気の予防や早期発見、早期治療
などを行うことで、一生を通じて、自分の歯で物を食べられ
るようにすることを目的にしています。
　丈夫な歯は、健康で豊かな生活を送るのに欠くことのでき
ないものです。
　この機会に、歯の健康について考えてみませんか。

　県内各地で「歯の無料相談」を実施します。
　県健康増進課（☎ 223-1497　℻223-1499）

　山梨労働局では、労働関係に関する事項についての個々の
労働者と事業主との間の紛争（個別労働紛争）の解決を支援
するため、

を無料で行っています。
　くわしくは、山梨労働局総務部企画室（☎ 252-4854）
　または、最寄りの総合労働相談コーナーまで
・甲府労働基準監督署総合労働相談コーナー（☎ 224-5611）
・都留労働基準監督署総合労働相談コーナー（☎0554-43-2195）
・山梨労働局のホームページ（http://www.y-roudoukyok.jp）

　日本・アメリカ・インドネシアの子どもたちが富士山のふ
もとに集合！みんな一緒に楽しいキャンプ、新しい友達とワ
イドに遊ぼう。

　7月 30日～ 8月 3日（4泊 5日）
　山中湖村営キャンプ場
　小学 4年生～中学 3年生（220 名）、外国人（40名）

　　　　（このキャンプは障害を持った方も参加いただけます。
                 まずはご相談ください。）

　富士登山、レクリエーションタイム、野外炊飯、ア
　　　　ンダースタースリーピング、ワイドゲーム、模擬店
　　　　屋台村など

　7月 4日（金）先着順受付
　文部科学省所管　（財）国際少年研究協会

　　　　住所：〒 160-0004
　　　　　　　東京都新宿区四谷 2-11 大村ビル 3階
　　　　（☎ 03-3359-8421　E‐mail　info@kskk.or.jp）

　ＳＡＲ Sは、香港・ハノイなど東南アジア地域などを中心

に集団発生が報告されている原因不明の呼吸器疾患です。

　かぜの症状などから急激に肺炎を併発し、重症例では、呼

吸器障害を起こし死に至ることもあります。

　昨年 11 月 1 日以降に 38 度以上の急な発熱、咳、呼吸困

難感などの症状がある方で感染が報告されている地域への渡

航歴がある方は、早めに医療機関で受診してください。

　受診の際は、事前に電話連絡し、できるだけマスクの着用

をお願いします。

　県健康増進課（☎ 223-1494　℻223-1499）

　県では、県内に住んでいる外国人の健康や生活についての
悩みや相談に答えるために、外国人のための保健相談を行っ
ています。
　ポルトガル語・スペイン語・タイ語の通訳がいますので、
日本語が話せなくても大丈夫です。

　隔月（奇数月）第 3木曜日
　　　　　午後 1時 30分～ 4時

　甲府保健所
　健康相談、妊娠・子育てについての相談、心の悩

　　　　　み相談、エイズ相談、害虫やゴミ等の生活に関す
　　　　　る相談など

　甲府保健所に直接来てください。予約は不要です。
　無料
　峡中地域振興局健康福祉部（甲府保健所）

　 　 　　☎ 237-1381

INFORMATION CORNER

件　数 負傷 死者

物損 72件
（＋ 7）
人身 23件
（－ 3）

34人

（＋ 1）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

交通安全期間以外も
安全運転です！！
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んなの健康 　

☎

人　口

男

女

世帯数

15,930 人（＋ 24）

8,143 人（＋ 15）

   7,787 人（＋  9）

6,120 戸（＋ 37）
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